
第 2 回 IFRS 対応会議 議事概要 
 
※今回は第 2 回 IASB 対応検討委員会と合同で開催された。 
 
1. 日時 
2009 年 8 月 31 日（月） 11 時～12 時 45 分 
 
2. 場所 
㈶財務会計基準機構 第 5 会議室 
 
3. 議事次第 
（1）IASB 対応検討委員会及び各実務対応委員会の活動状況及び今後の活動計画についての

報告 
① 各委員会からの報告 
② 意見交換 

 
（2）金融商品会計基準について 

① 論点の確認 
② 各参加者からのコメント 
③ 意見交換 

 
4. 議事概要 
（1）ASB 対応検討委員会及び実務対応委員会の活動状況及び今後の活動計画についての報告 
 各委員会の委員長より、資料に基づき IFRS 対応会議発足以降の活動状況及び今後の活動計

画について報告が行われた。その後、公認会計士試験制度の IFRS への対応の必要性や IFRS
を適用する際の実務レベルでのガイドラインの要否などについて意見交換が行われた。 
 
（2）金融商品会計基準について 
 IASB からの「金融商品の分類・測定」に関する公開草案について概要の説明が行われた後、

各参加者から本公開草案に対する考えが述べられた。具体的には、本公開草案の考え方に概ね

理解を示すも一方、受取配当金は純利益に計上すべきという意見、非上場株式について一律に

公正価値評価を求めることに対する懸念、OCI についてリサイクリングを求めないことで純

利益の有用性が低下することを懸念する意見等が示された。 
 
5. 次回会合 
 2009 年 11 月上旬に開催予定。 
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